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 ６月聖句 

      『 人にしてもらいたいと思うことは何でも、あなたがたも人にしなさい。 』 

 （新約聖書：ヨハネによる福音書７章１２節） 

＜巻頭言＞ 一方的に話す子ども達（表情を読み取れない？） マスクの影響？    園長 小山哲夫 

ここ数年、子ども達の会話が一方的になっていることが気になります。    

 【Ａ君とＢ君、教師の会話】 

Ａ君 「昨日、○〇に行って、△△食べた」と嬉しそうに教師に話しかける。 

Ｂ君 「じゃんけん５回しよう！」とＡを無視するように教師に話しかける。 

教師 「Ｂ君ちょっと待って。Ａ君、美味しかった？」 

Ｂ君 「ジャンケン、ポン！」と割り込むように始めてしまった。 

Ａ君 「○〇っで紋別より遠いよ！」 こちらもＢを無視するように教師に話し続けました。 

 こんな独り言の繰り返しのような会話が毎日の様に聞こえてきます。でも、不思議なことに、Ａ君が「Ｂ

君！」と呼び掛けて話すと、それなりの会話になります。まるで２人でテレビを見ながら、それぞれ勝手

にテレビに反応して騒ぎ、何かの拍子に顔を見合わせて笑っているような感じです。一人一人と話をする

と、ちゃんと会話ができるのですが、上記のような場面では自分の言いたいことを一方的に話して、お互

いに違和感を感じていないことに驚きます。メディア漬けの生活と、マスク着用で相手の表情が読み取れ

なくなっていることも原因のように思います。 

人間のコミュニケーションの出発点は、赤ちゃんが空腹・眠い・排泄で泣いて訴えた時、

タイミングよく要求を受け止め、笑顔と優しさで応えてもらうことから始まります。その

人と関わる喜びの積み重ねが、表情や仕草から相手の意図をくみ取る力を育んでいくの

です。子どもが発するサインをしっかり受け止め、優しいスキンシップと笑顔で関わり、

大人が上手となって相槌を入れたり、質問を挟んで会話の練習を積み重ねることが大切

です。「しっかり受け止め」黙って子どもの話を聞く事が、話を聞ける子どもを育てます。 

長野県で４人が殺害される悲惨な事件が起きました。詳細は判明していませんが、

通行人の笑い声が自分を卑下しているように感じて兇状に及んだようです。正に他

者の表情や表現を適切に受け止められず、自分勝手な独り言を繰り返して憎悪を膨

らませ、その鬱積した感情に耐え切れず、殺人という凶行に至ったと考えられます。

この他にも身勝手な大人の事件が連発しています。そう考えると子どもだけの問題

ではありません。我々大人が互いに善意で受け入れ合う社会ではなく、「我慢できな

い」「我慢しない」社会にしてしまったのです。その大きな要因として、急激に進む

ＩＴ情報化社会、チャットGPT等の人工頭脳と共存する人類未経験の時代になったことが影響していま

す。 

 人類史を振り返っても、人間は誕生して「飲み（食）」「排泄」「寝る」「笑う」ことで、「人」から

「人間」に育ち歴史を重ねてきました。最先端技術が子どもを善良に育てるわけではありません。子育て

の一助にはなっても、子育ての主体にはなれないのです。様々な情報機器が子育てに食い込んできていま

す。しかし、メディアに子育てを任せてはいけないのです。子育てはシンプルに人間らしくあるべきなの

です。 

＜子どもを「我慢できない子」にしてしまうＮＧ行動＞ 

✖「大人の都合で我慢させる」 

✖「人のせいにして我慢させる」 

✖「我慢できたからえらい！」と褒める（我慢できたからいい子ではなく、普段から沢山褒めるべき。） 

＜子どもの忍耐力を育むためにできること＞ 

〇 子どもが安心できる環境を大切にしましょう 

〇 生活の中で親がお手本を見せましょう（我慢する手本が必要） 

〇「褒める」よりも「認める」を意識して   

                      （参考文／野口 燈 氏 投稿文） 



６月行事予定表 

１日（木）満３歳つくし組 入園開始 

３日（土）休園 開園記念日 

     職員研修 キ保連北海道講習会（旭川） 

９日（金）避難訓練 

１０日（土）土曜休園 

１６日（金）人権の花ボランティア 

父の日礼拝（園児のみ） 

 

１７日（土）土曜休園 

２４日（土）土曜休園 

２９日（木）歯牙検診 

６月お誕生会 

３０日（金）月末統計 

       7/9（日）運動会 

＜お知らせ＞ 

 

 

 

 

 

 

１、運動会  ７月９日（日） 

  詳細は、運動会のお知らせ等でお伝えいたします。宜しくお願いします。 

 

２、歯牙検診  

  結果は出席ノートに記載します。ご確認ください。 

 

３、人権の花ボランティア 

  人権の花運動に参加します。配布された花苗を植えて子どもたちが協力して育てることで生命の尊さを実

感し、豊かな心や優しさ・思いやりの心を育みを目指す活動です。 

 

 

４、６月お誕生会 ６月２９日（水） サンドイッチ 

  昼食は「サンドイッチ」です。必要な場合は少なめの主食・おかず・箸・コップ・

デザートを持たせて下さい。なお、お子さんが食べられない等の事情がある場合は、

事前に教師にご連絡ください。 

 

５、新入園のお友達紹介   ６月１日 つくし組に入園します。 よろしくお願いします 

  岩田 椿紗（いわたつばさ）ちゃん、  竹平 千華（たけひらせんか）ちゃん、 

工藤 真陽凪（くどうまひな）ちゃん、 河合 悠里（かわいゆうり）くん、 

 

７、教職員他のマスク着用を継続します 

   園児が教職員の表情を確認できるように配慮して保育することが望ましいと考え、６月から、教職員の

マスクは各自の体調他で判断して着用することを予定していました。 

しかし、５月中旬から、興部町内で新型コロナに感染される方が徐々に増えていますので、職員・園児

への感染予防のため、町内近隣の感染状況が落ち着くまで職員のマスク着用を継続い

たします。 

暑い日も多くなりました。園児はできる限りマスクを着用せず、子ども達がお互い

の表情をしっかり見ながら生活することが望ましいと考えます。つきましては、引き

続き健康管理を継続し、マスク着用は保護者の判断に委ねさせていただきます。また、

保護者の方々も健康管理にご留意いただき、新型コロナウィルス感染症他の予防にご

協力をお願いいたします（先週、興部保育所でノロウィルスの感染が確認され、保育

所内の消毒も行っています。ご注意ください）                     以上 

小山童史 副園長 就任のご挨拶 
 

この度、5月29日に行われた学園理事会・評議会で承認いただき、6月1日より学校法人はまなす学園は

まなす幼稚園の副園長に就任することになりました。今後も副園長として園長を補佐し、子どもたちが安

心安全に生活できる環境や、のびのびと育つ保育を提供できるように尽力していきます。 

よろしくお願いいたします。 
たんぽぽ組の副担任も継続していきますので 

呼び名は「わっか先生」でお願いします！ 


